
決　算　報　告　書

平成２４事業年度

国立大学法人福井大学



(様式２）

国立大学法人福井大学

差　　　額
（決算－予算）

 収入 　 　 　
運営費交付金 9,539 10,153 614 （注１）
施設整備費補助金 1,808 1,617 △ 191 （注２）
船舶建造費補助金 0 0 0
施設整備資金貸付金償還時補助金 0 0 0
補助金等収入 353 680 327 （注３）
国立大学財務・経営センター施設費交付金 45 45 0
自己収入 17,143 17,740 597

授業料及び入学料検定料収入 3,018 2,892 △ 126 （注４）
附属病院収入 13,856 14,458 602 （注５）
財産処分収入 0 0 0
雑収入 269 389 120 （注６）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 1,863 1,707 △ 156 （注７）
引当金取崩 90 97 7 （注８）
長期借入金収入 3,375 1,748 △ 1,627 （注９）
貸付回収金 0 0 0
目的積立金取崩 21 0 △ 21

計 34,237 33,787 △ 450
 支出

業務費 25,903 24,804 △ 1,099
教育研究経費 12,850 12,262 △ 588 （注10）
診療経費 13,053 12,542 △ 511 （注11）

施設整備費 5,228 3,410 △ 1,818 （注12）
船舶建造費 0 0 0
補助金等 353 680 327 （注13）
産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 1,863 1,428 △ 435 （注14）
貸付金 0 0 0
長期借入金償還金 890 865 △ 25 （注15）
国立大学法人財務・経営センター施設費納付金 0 0 0

計 34,237 31,187 △ 3,050

収入－支出 0 2,600 2,600

○予算と決算の差異について

（注14）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、経費の節減により予算金額に比して決算金額が435百万円
　　　少額となっています。

（注15）長期借入金償還金については、（注９）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が25百万円少額
　　　となっています。

（注12）施設整備費については、（注２）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が1,818百万円少額となっ
　　　ています。

（注13）補助金等については、（注３）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が327百万円多額となって
　　　います。

（注６）雑収入については、予算段階の見込みより増加したことにより、予算金額に比して決算金額が120百万円多額
　　　となっています。

（注７）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、国（の各組織、特殊法人）び民間からの受託研究・
　　　共同研究、受託事業の獲得減少により、予算金額に比して決算金額が156百万円少額となっています。

（注８）引当金取崩については、退職者の増加により、予算金額に比して決算金額が7百万円多額となっています。

（注９）長期借入金収入については、補助金事業の変更により、予算金額に比して決算金額が1,627百万円少額となって
　　　います。

（注10）教育研究経費については、経費の節減に努めたことにより、予算金額に比して決算金額が588百万円少額
　　　となっています。

（注２）施設整備費補助金については、事業の計画変更により、予算金額に比して決算金額が191百万円少額となって
　　　います。

（注３）補助金等収入については、予算段階では予定していなかった補助金の獲得増により、予算金額に比して決算金
　　　額が327百万円多額となっています。

（注４）授業料、入学料及び検定料収入については、予算段階の見込みより定員超過学生等が減少したことにより、予
　　　算金額に比して決算金額が126百万円少額となっています。

（注11）診療経費については、医薬品費，診療材料費の削減 により、予算金額に比して決算金額が511百万円少額
　　　となっています。

（注５）附属病院収入については、平均在院日数の短縮、手術件数の増加等による診療単価の増により、予算金額に比
　　　して決算金額が602百万円多額となっています。

（注１）運営費交付金差額614百万円は、平成２３年度からの繰越金です。

平成２４年度　決算報告書

　　　　　 （単位：百万円）
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